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14 日恒例、巣鴨での署名宣伝行動 

もう自民党への支持をやめた！の声も 
中央社保協と東京社保協が毎月 14 日に行なう巣鴨宣伝は、7 月は土曜日ということで巣鴨商店街入

口で 11 時～13 時の 2 時間で行ないました。参加者は、全体で 48 人(東京社保協 32 人～東京土建 25 名、

東京民医連 3 名、東京地評 2 名、事務局 2 名／中央社保

協 16 人～年金者組合 7 名、日本医労連 2 名、全労連 1

名、保団連 1 名、新婦人 1 名、事務局 4 名)でした。猛暑

の中でしたが、25 条署名は 82 筆の協力をいただき、年

金者組合による年金相談は 4 人でした。併せて「西日本

水害被災地支援募金」は 10,706 円の協力がありました。 

募金の中にはお地蔵さんへと集めた小銭が入ったビニ

ール袋をそのまま「被災地へ」と募金箱へと入れた高齢

の女性など暖かい心が届けられました。 

署名活動では、東京土建からの参加の方が 1 人で 31 筆を集める大奮闘。様子を見ていると、歩いて

くる方の前にそれとなくスーと出で“やさしく”署名板を出される姿が感動的でした。署名活動の秘訣

は「やさしさ」ではないかと思いました。また、東京民医連からの参加者はティッシュを配りながら色

んな方と話し込んでいました。「以前は自民党に投票していたが、今の政治の実態を見て支持するのを

やめた」などの声があったとのことでした。中央社保協では、写

真のような「安心して生きられる国へ」ティッシュを作成しまし

た。大好評です。是非、各団体、社保協でもご活用下さい。(なお、

1 個 10 円です) 

マイクを握っての訴えは、中央社保協、東京社保協、東京土建、

全労連、東京地評、日本医労連、日本年金者組合、東京民医連か

らありました。なお、8 月 14 日は中止し、次回は 9 月 14 日です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「安心して生きられる国へ」 

～社会保障拡充を求める２５条署名 

宣伝用ポケットティッシュ 
１個１０円（送料別途） 
【５００個単位で１箱です】 

※お問合せ先 

    03-5808-5344（中央社保協） 



 

第４６回中央社保学校へ参加を！ 

＜2 日目近畿ブロック企画・シンポジウム＞ 

「地域からの反撃を～すべての地域に社保協を」 
 中央社保協は第６２回総会で「全国津々浦々に社保協の旗を掲げよう！」を確認しました。現在全国

１７４１自治体の中に社保協の旗を掲げ、住民のいのちとくらしを守ってたたかっている組織は４１５

（準備・友好組織含む）、全自治体の２４％です。総会では「過

半数の自治体に社保協の旗を掲げよう！」を呼びかけました。

２０１８年の社保学校の２日目（９月７日）の企画は「自治体

から学ぶ」を受け、「地域からの反撃を～すべての地域に社保協

を」をテーマに近畿ブロックから各県でどのように地域社保協

を結成してきたか、その豊かな経験を学び今後の活動に活かそ

う、の企画です。「自治体キャラバンを通じて全ての自治体に社

保協を結成」（大阪）、「『国保何でも電話相談』など地域社保協

が独自に相談会を開催」（兵庫）、「住民要求実現へ地域社保協結

成」（和歌山）、「全ての自治体をキャラバンで訪問し社保協結成

を呼びかける」（奈良・滋賀）、「全府いっせいの『くらし何でも

相談会』を１１地域２６会場で開催」（京都）など近畿ブロック

の豊かな活動を学び全国津々浦々に社保協の旗を掲げ憲法２５

条を守り、活かす活動を広げましょう！ 

 

各県社保協ニュースなど、どんどん更新中！ 

中央社保協のホームページが話題満載 
 中央社保協ホームページをご覧になっていますか？今、各県・地域の社保協や団体のニ

ュースなどが“リアルタイムで見れる”と注目です。各県社保協や団体でのニュースや情

報をどんどん送っていただき、中央社保協ホームページで活動交流をしましょう。 

千葉県社保協から送っていただいた「社保協通信」など、これまで沖縄、福岡、広島、

愛媛、大阪、和歌山、奈良、神奈川、東京、埼玉、

長野などからの情報を掲載しています。各県から

の情報提供をお待ちしています。 

 

○中央社保協ホームページ 

  http://shahokyo.jp/ 

※フェースブックも更新中です。 

    「いいね」をよろしく。 

 


